
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　圧電素子を備える振動感知部材が弾性樹脂を充填した収容凹部内に保持された金属製取
付ケースを有する圧電ノックセンサであって、
　前記取付ケースから外方へ突出する出力端子の下端部に、

に螺合されるとともに、
　前記振動感知部材が該出力端子の周面に形成された保持突起と前記取付ケースとの間に
挟持されることで前記収容凹部内に保持され、かつ前記圧電素子に形成された一方の電極
を該出力端子と電気的に接続するようにしたことを特徴とする圧電ノックセンサ。
【請求項２】
　振動感知部材が、圧電素子と重りとを積層してなる非共振型構造のものである請求項１
記載の圧電ノックセンサ。
【請求項３】
　振動感知部材が、共振用金属薄板の一面に圧電素子を貼着してなる共振型構造のもので
ある請求項１記載の圧電ノックセンサ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、内燃機関のシリンダ等に固結して、該シリンダ内のノッキングの発生を検出す
るために用いられる圧電ノックセンサに関するものである。
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【０００２】
【従来の技術】
圧電素子を備える振動感知部材を、金属製取付ケースの上面が開口する収納凹部の底面に
、中心支持してなるものにおいて、金属製取付ケース内に支持してなる圧電ノックセンサ
は種々提案されている。この種の圧電ノックセンサとしては、圧電素子と重りとを積層し
てなる素子を備える振動感知部材を備えた非共振型の圧電ノックセンサと、共振用金属薄
板の一面に環状圧電素子を貼着してなる振動感知部を備えた共振型の圧電ノックセンサと
がある。前者の非共振型の圧電ノックセンサは、ノッキングの発生に伴って圧電素子を慣
性力により、ノッキング周波数に対応する厚み方向の変位を生じさせ、電極間で信号電圧
を発生させるものである。また、後者の共振型の圧電ノックセンサは、振動感知部材の固
有共振周波数を、ノッキング振動波の周波数に一致させることにより、ノッキングの発生
に伴って圧電素子を良好に振動させ、該振動に伴い最大出力を発生させるようにしてなる
ものである。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
この種の圧電ノックセンサとしては、金属製取付ケースの内部に形成された収納凹部の座
面に振動感知部材をその中心で支持すると共に、この収納凹部の上部開口を、蓋を兼ねる
コネクタで遮蔽してその内部空隙を密封化すると共に、コネクタの中心に挿通した金属製
の出力端子に、圧電素子の上面に形成した電極を接続するようにしたものが一般的である
。ところで、かかる構成にあっては、合成樹脂製コネクタの緩みにより、ケース内の気密
性が低下して、湿分等が侵入したり、また、合成樹脂製コネクタの中心に挿通した出力端
子と、圧電素子の電極とをリード線で接続するものであり、複雑な絶縁処理を要して結線
手段が複雑となる等の問題点があった。そこで、本発明者らは、圧電素子を備える振動感
知部材を、中心位置で金属製取付ケースの上面が開口する収納凹部の底面に支持してなる
ものにおいて、収納凹部内に封止樹脂を充填して、振動感知部材を封止樹脂中に埋入して
なる非蓋構造の圧電ノックセンサを提案した。
【０００４】
かかる構成にあっては、無蓋構造のため蓋を兼ねるコネクタを要せず、かつ振動感知部材
の絶縁を収納凹部内に封止樹脂を充填することにより行なったものであるから構造が簡単
となり、かつ、圧電素子の電極と接続した出力端子の接続端部を封止樹脂から突出させて
、該接続端部に外部電路を接続するだけで良いから、結線手段も簡易構成となる利点があ
る。しかも、封止が確実となり、水分，オイル等から各部品が保護される。
【０００５】
図４は、非共振型野圧電セラミックセンサにあって、非蓋構造の構成に係るものである。
ここで凹状の金属製取付ケースａ内に配設された振動感知部材ｂは、圧電素子ｃと重りｄ
とを積層してなり、振動感知部材ｂに形成した中心孔ｅに取付螺子ｆを挿通して取付ケー
スａの底部に形成した螺子孔ｋに螺合し、かつ取付螺子ｆの頭部と、重りｄとの間で、管
状出力端子ｇの下端を挟持し、これにより出力端子ｇの接続端部を取付ケースａ外に突出
し、さらに、金属製取付ケースａ内に封止樹脂を注入してなる。
【０００６】
しかるにかかる構成にあっては、取付螺子ｆと、出力端子ｇとの絶縁処理が問題となり、
このため出力端子ｇと取付螺子ｆの螺子頭との間に絶縁板ｈを介挿し、さらに振動感知部
材ｂの中心孔ｅ内で、取付螺子ｆの周囲に絶縁チューブｉを挿入し、これにより圧電素子
ｃの表裏電極の短絡を阻止するようにしている。このため、従来の蓋構造よりも、無蓋構
造とすることにより部品点数が少なくなったものの、かかる絶縁処理のための部品を要し
て課題を残すものであった。本発明は、さらに部品点数が少なく、かつ組み付けが容易な
無蓋構造の圧電ノックセンサを提供することを目的とするものである。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
　本発明は、圧電素子を備える振動感知部材が弾性樹脂を充填した収容凹部内に保持され
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た金属製取付ケースを有する圧電ノックセンサであって、前記取付ケースから外方へ突出
する出力端子の下端部に、

に螺合されるとともに、前記振動感知部材が該出力端子の周面
に形成された保持突起と前記取付ケースとの間に挟持されることで前記収容凹部内に保持
され、かつ前記圧電素子に形成された一方の電極を該出力端子と電気的に接続するように
したことを特徴とする圧電ノックセンサである。
　ここで、上述の構成は、振動感知部材が、圧電素子と重りとを積層してなる非共振型圧
電ノックセンサのほかに、振動感知部材が、共振用金属薄板の一面に圧電素子を貼着して
なる共振型圧電ノックセンサに適用され得る。
【０００８】
　かかる構成にあって、出力端子が取付ケースに絶縁状態で螺合されたものであるから、
該取付螺子と出力端子との絶縁及び振動感知部材の中心孔内面と取付螺子との絶縁を要せ
ず、絶縁板や絶縁チューブが不要となる。この様に絶縁状態で取付ケースに するため
には、出力端子の下端部に、合成樹脂製取付螺子をモールド成形により一体形成し、該合
成樹脂製取付螺子を、振動感知部材に形成した中心孔に挿通して、ケースの底面に形成し
た螺子孔に螺合すると良い。また、振動感知部材の絶縁及び防水を弾性樹脂によって行っ
ているため、無蓋構造とすることもできる。
【０００９】
【発明の実施の形態】
添付図面について本発明の一実施例を説明する。
図１は本発明に係る内燃機関用の非共振型圧電ノックセンサＳ１　を示す。この圧電ノッ
クセンサＳ１　は、凹状の金属製取付ケース１内に、振動感知部材１０を配設してなるも
のである。ここで金属製取付ケース１の構造を説明すると、その周面を６角状とし、外底
面中央に機関のシリンダ壁に螺合する取付ボルト２が突設されている。また、その内部に
は上方が開口する収納凹部３が形成されている。さらに、該収納凹部３の座底４には、取
付ボルト２の中心線に沿って、螺子孔５が形成されている。
【００１０】
この螺子孔５には、振動感知部材１０が本発明の合成樹脂製取付螺子２５により中心支持
される。この振動感知部材１０は、中心に挿通孔が形成された環状の圧電素子１３の上面
に同じく挿通孔が形成された重り１４を積層することによって形成される中心孔１６を螺
子孔５と同心にして座底４上に配設され、上述のように合成樹脂製取付螺子２５により保
持される。
【００１１】
次に、本発明の要部につき説明する。
図２で拡大して示すように、合成樹脂製取付螺子２５は直杆状の出力端子２０の下端に、
モールド成形により一体的に配設されている。この出力端子２０は、上端部を金属製取付
ケース１から突出する接続端部２１としているものであり、さらに下端側周面に径大の鍔
状保持突部２２が形成され、該保持突部２２から下端側の周面に係合歯を備えた連結突部
２３が形成された直杆状をなすものである。そしてこの連結突部２３には、合成樹脂製取
付螺子２５がモールド成形により一体的に形成される。この合成樹脂製取付螺子２５は、
ＰＰＳ樹脂等の硬質樹脂からなり、その周面に螺子が形成される。
【００１２】
そして上述のように、振動感知部材１０の中心孔１６から合成樹脂製取付螺子２５を挿入
して、螺子孔５に螺合緊締し、これにより、保持突部２２を重り１４を介して圧電素子１
３の上面電極と接続し、かつ圧電素子１３の下面電極を座底４に接触して、ボディーアー
スする。このとき合成樹脂製取付螺子２５により圧電素子１３の内面は絶縁が確保され、
かつ出力端子２０がアース接続されることがない。
【００１３】
かかる構成にあって、振動感知部材１０を収納凹部３内に取付けた後に、該収納凹部３内
に、シリコン等の封止樹脂２６が充填される。そして、出力端子２０の接続端部２１のみ
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が収納凹部３の開口から、上方へ突出することとなる。これにより振動感知部材１０は収
納凹部３内に封止され、圧電素子１３の表裏面の電極は合成樹脂製取付螺子２５及び封止
樹脂２６により絶縁的に保護されることとなる。
【００１４】
かかる構成にあって、出力端子２０に合成樹脂製取付螺子２５を一体成形したものである
から、図４で示す先行技術の構成と異なり、絶縁板や絶縁チューブが不要となる。
【００１５】
かかる構成にあって、この圧電ノックセンサＳ１　は、シリンダブロック等のノッキング
振動が伝播する場所に取付ボルト２により螺着される。そして、該ノッキングが発生する
と、合成樹脂製取付螺子２５により中心保持された、振動感知部材１０は、その慣性力に
より厚み方向の歪を生じ、該圧電素子１３の表裏面の電極間に電位差が発生して、この圧
電素子１３の上面電極に接続された出力端子２０の接続端部２１から出力信号が取り出さ
れる。そして、この圧電ノックセンサＳ１　によりノッキング振動に伴う出力信号が取り
出されることにより、該ノッキング振動が検出され、これにより燃料の点火時期を制御す
る等の手段で該ノッキング振動の防止対策が図られることとなる。
【００１６】
図３は本発明に係る内燃機関用の共振型圧電ノックセンサＳ２　を示す。ここで、図１，
２と同一構成については、同一符号を付して説明を省略する。
この圧電ノックセンサＳ２　は、凹状の金属製取付ケース１内に、共振型の振動感知部材
３０を配設してなるものである。ここで金属製取付ケース１の該収納凹部３の座底４には
、螺子孔５と同心状に環状座部３４が形成され、該環状座部３４上に振動感知部材３０が
配設される。
【００１７】
この振動感知部材３０は、共振用金属薄板３１の上面に圧電素子３２を貼着してなり、そ
の下面を環状座部３４により保持される。また金属薄板３１，圧電素子３２に夫々形成さ
れた挿通孔によって中心孔３３が形成される。そして、保持突部２２の下面に環状の座金
３５を配設し、保持突部２２の下端側に一体的に形成された合成樹脂製取付螺子２５を中
心孔３３に挿入して、螺子孔５に螺合し、これにより該振動感知部材３０は座金３５と環
状座部３４間で挟持される。この固着状態で、金属製取付ケース１には封止樹脂２６が充
填される。そして、出力端子２０の接続端部２１を封止樹脂２６から外方へ突出している
。
【００１８】
ここで、封止樹脂２６は、ノッキングの発生により振動を生じた場合に、振動感知部材３
０の振動を阻害しない程度の弾性を有するものとする。
かかる構成の共振型圧電ノックセンサＳ２　にあっても、図１の非共振型圧電ノックセン
サＳ１　と同様に、絶縁材を要せず部品点数が減少することとなる。
【００１９】
かかる構成にあって、この内燃機関用共振型圧電ノックセンサＳ２　は、シリンダブロッ
ク等のノッキング振動が伝播する場所に取付ボルト２により螺着される。そして、該ノッ
キングが発生すると、合成樹脂製取付螺子２５により中心保持され、かつ封止樹脂２６に
より阻害しない程度に封止された振動感知部材３０は、金属薄板３１が上下に湾曲し、該
圧電素子３２の表裏面の電極間に電位差を生じ、この圧電素子３２の上面電極に接続され
た出力端子２０から出力信号が取り出される。このとき、振動感知部材３０の共振周波数
とノッキング周波数とはあらかじめ一致するように設定され、ノッキングが発生すると、
座金３５及び環状座部３４の周縁を振動節としたベンディング振動モードにより共振し、
圧電素子３２から最大出力が発生する。そして、この内燃機関用共振型圧電ノックセンサ
Ｓ２　によりノッキング振動に伴う出力信号が取り出されることにより、該ノッキング振
動が検出され、これにより燃料の点火時期を制御する等の手段で該ノッキング振動の防止
対策が図られることとなる。
【００２０】
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【発明の効果】
本発明の圧電ノックセンサＳ１　，Ｓ２　は、上述したように、振動感知部材を中心位置
で金属製取付ケースの上面が開口する収納凹部の底面に支持し、該収納凹部内に封止樹脂
を充填して非蓋構造としたものにおいて、取付ケースから外方へ突出する出力端子の下端
部に、合成樹脂製取付螺子をモールド成形により一体形成し、該合成樹脂製取付螺子によ
り振動感知部材を中心支持し、圧電素子の一側電極を出力端子と電気的に接続するように
したものであるから、合成樹脂製取付螺子により、所要の絶縁が施され、絶縁板や絶縁チ
ューブ等の絶縁材が不要となる。このため、部品点数を可及的に少なくでき、組み付け容
易で低廉な圧電ノックセンサを提供し得る優れた効果がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る非共振型圧電ノックセンサＳ１　の縦断側面図である。
【図２】下端に合成樹脂製取付螺子２５が一体形成された出力端子２０の拡大側面図であ
る。
【図３】本発明に係る共振型圧電ノックセンサＳ２　の縦断側面図である。
【図４】先行技術に係る圧電共振型ノックセンサの縦断側面図である。
【符号の説明】
Ｓ１　，Ｓ２　　圧電共振型ノックセンサ
１　金属製取付ケース
５　螺子孔
１０　振動感知部材
１３　圧電素子
１４　重り
１６　中心孔
２０　出力端子
２１　接続端部
２３　連結突部
２５　合成樹脂製取付螺子
２６　封止樹脂
３０　振動感知部材
３１　金属薄板
３２　圧電素子
３３　中心孔
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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